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（単位：千円）

正味財産の部合計

国庫支出金
維持補修費 215 61 ▲ 154 都支出金

13,218 530
0 0 0

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 元年度 2年度 差額 勘定科目

12,688

減価償却費

差額

行
政
費
用

給与関係費 64,025 54,035 ▲ 9,990

行
政
収
入

地方税等 0 0 0
物件費

0 その他 2,934 2,692 ▲ 242
不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 2,934 2,692 ▲ 242

扶助費 0 0 0

元年度 2年度

‐

町会加入率（％） 61 61 62 63

指標に関する説明
30年度 元年度 2年度

3年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名

65

45.0
地域の活動や行事に参加してい
る人の割合（％）

34.6

文化創造都市

10

施策名 地域活動の支援と人材育成

活力ある地域コミュニティの形成

お住まいの地域の方と交流することで充実感が得られていると感じますか？

お住まいの地域に頼れる人がいると感じますか？

　あらゆる世代の区民があたたかい地域づくりを目指して楽しく集い、区民と行政が一体となって
相互交流を促進し、次代の地域活動の担い手となる人材を発掘・育成する。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
30年度 元年度 2年度

地域に頼れる人がいる実感 2.60 2.69 ‐

地域の人との交流の充実 2.64 2.71 ‐

38.3 ‐

施策分析シート（令和3年度）

施策No 10-01
部課名 区民生活部区民課
課長名 岸

指標の推移

指標の推移

世論調査の地域活動・行事への参加状
況の内、いつもと時々の合計

加入世帯数／区内世帯数

指標に関する質問文

内線 2519

関連部課名 区民生活部戸籍住民課、地域文化スポーツ部生涯学習課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅴ

0 0 0

0 0

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 104,066 80,734 ▲ 23,332 使用料及び手数料 0 0 0

行政費用合計(b) 187,653 162,127 ▲ 25,526 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 184,719 ▲ 159,435 25,284
0

賞与・退職給与引当金繰入額 6,659 14,079 7,420 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 184,719 ▲ 159,435 25,284
その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) 0 0 0

特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f) 0 0

貸
借
対
照
表

勘定科目 元年度 2年度 差額 勘定科目 元年度 2年度 差額
流

動

資

産

収入未済 0 0 0 流動負債 3,146

固
定
資
産

有形固定資産 0 0 0 賞与引当金 3,146 2,436

2,436 ▲ 710
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 184,719 ▲ 159,435 25,284

建物 0 0 0 固定負債 35,155 30,535 ▲ 4,620

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0
▲ 710

土地 0 0 0 その他の流動負債 0 0

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0
無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 38,301 32,971 ▲ 5,330

建物減価償却累計額 0 0 0 特別区債 0 0 0
工作物等 0 0 0 退職給与引当金 35,155 30,535 ▲ 4,620

0

資産の部合計 0 0 0 負債及び正味財産の部合計 0 0 0

建設仮勘定 0 0 0 正味財産 ▲ 38,301 ▲ 32,971 5,330
その他の固定資産 0 0 0 ▲ 38,301 ▲ 32,971 5,330

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用の「補助費等」について、地域活動事業の推進にかかる助成が9割を占めており、2年度は新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から、地域活動事業を中止としたことにより、元年度との差額が発生している。
○行政収入の「その他」として、一般財団法人自治総合センターが行う宝くじ助成にかかる歳入2,500千円及び区が
行う荒川コミュニティカレッジ費用受入192千円が計上されている。



No2

重点的に推進 重点的に推進
　荒川区の強みである「地域力」を更に強化するためにも、重点的
に推進する必要がある。

施策の分類
分類についての説明・意見等

3年度 4年度

現
状

今
後
の
方
向
性

○荒川区では、多くの世帯が町会に加入しており、概ね60％の加入率で推移している。一方で、世
論調査の結果によると「地域活動・行事に参加していない」割合は55％となっている。
○これまで荒川区の地域活動を担ってきた町会等の各種団体では、その中核を担う方々の高齢化が
進んでいる。
○平成22年度に開校した地域活動の学びの場である「荒川コミュニティカレッジ」では、修了生は
令和3年3月末で355人となりその修了生が中心となって本カレッジで出会った仲間と共に、地域活
動団体を立ち上げ、その数は45団体となった。
○区では、荒川区社会福祉協議会のボランティアセンターの分室である「地域活動サロンふらっ
と.フラット」と連携し、団塊世代の退職後の社会参加等を支援している。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

○全世帯の約60％が町会に加入しているものの、実際に活動を行ったり地域の行事に参加したりす
る人は一部となっており、積極的な参加を促していく必要がある。
○町会等の地域団体に若手の加入を促進するとともに、既存メンバーのスキルアップを図るなど、
将来、組織の中核を担う人材の育成が求められる。
○荒川コミュニティカレッジでは、より多くの入学者を募り、地域活動に興味関心を持っていただ
くとともに地域活動の担い手を更に増やしていく必要がある。また、講座の運営については新型コ
ロナウイルス感染症対策を講じた対面講座やインターネット会議システムなどオンラインを活用し
た講座を実施し、内容に合わせて実施方法を検討し、学習機会を提供していく必要がある。
○より多くの区民が地域活動に積極的に参加するためには、福祉や子育て等の分野はもとより、語
学、園芸、手芸、演芸など、専門分野や得意分野等を生かせるボランティア活動の場が必要であ
る。

○様々な機会を通じて地域活動や区政についての情報を区民に提供し、ライフステージに応じて、
ＰＴＡ、ボランティア、町会活動、民生委員などの地域活動に参加できるよう、きっかけづくりを
進める。
○荒川区の先人たちが築いてきた「地域力」を若い世代につなげるため、町会活動等の地域活動に
おける後継者の発掘・育成のサポートなど、それぞれの団体の実情に応じた支援を行う。
○引き続きコロナ禍の地域活動等に資する学びのニーズを的確に捉え、新型コロナウイルス感染症
対策を講じ、講座内容に合わせてインターネット会議システムやYouTubeを活用してオンライン講
座を実施していく。
○つながりづくりを求める受講生や修了生等の声を大切にし、交流やつながりづくりができる対面
講座や企画を積極的に実施していく。



町会役員表彰（地域振興
功労者表彰）

04-01-11

町会連合会活動推進費 04-01-09

町会法人化助成費 04-01-08

町会連合会助成費 04-01-05

04-01-07

町会・自治会活動助成費
(イベント等助成)

04-01-06

町会・自治会会館建設助
成費

04-01-13

地域活動促進費 04-01-10

区営掲示板維持管理費

住居表示事務費（台帳整
備・街区表示）

04-02-08

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

町会・自治会助成費 04-01-04

分類についての説明・意見等

4年度3年度

施策推進のため
の分類

2年度元年度

決算額（千円）

2年度元年度

行政費用（千円）

重点的
に推進

　区が行政サービスを実施
する上で、コミュニティ活
動の中核を担う町会･自治会
の協力は不可欠であり、優
先度は極めて高い。

重点的
に推進

62,41866,26872,39980,831

5,120 2,020 2,878 918 推進 推進

　コミュニティ活動の中核
として、行政活動全般につ
いて協力を得ており、優先
度は高い。

38,443 30,107 22,453 14,448 推進 推進

　地域コミュニティの担い
手である町会・自治会の振
興を図ることは、次代を担
う世代にその活動を引き継
いでいく上で重要であり、
優先度は高い。

17,231 10,191 10,607 5,717 推進 推進

　町会活動の拠点となる町
会事務所の建替えを促進
し、コミュニティ活性化に
寄与する事業であり、優先
度は高い。

3,355 3,040 305 536 推進 推進

　法人化することで町会･自
治会の財産管理や活動を円
滑に進めることができるた
め、優先度は高い。

2,244 2,124 1,195 988 推進 推進
　区との意見交換や町会長
相互の交流が促進されるこ
とから、優先度は高い。

5,275 1,670 1,890 0 推進 推進

　地域一体で子どもを中心
としたイベントを行うこと
で区民相互の交流と地域コ
ミュニティの活性化を図る
ため優先度は高い。

210 494 － 0 推進 推進

　町会活動において他の模
範となる者を表彰すること
により、地域活動の振興に
資することから優先度は高
い。

8,366 11,701 4,592 4,549 継続 継続

　区の事業を広く区民に周
知し、コミュニティの活性
化を図る事業であり、継続
して実施する。

11,466 13,703 1,327 1,091 継続 継続
　法令に基づく事務であ
り、正確な住居表示を保つ
ため、継続して実施する。



合　計

荒川コミュニティカレッ
ジ

重点的
に推進

重点的
に推進

　区民が学びの成果を活か
して主体的な地域活動に参
加できるように学習する場
として、重点的に推進す
る。

05-02-21 15,114 14,682 5,454 3,637

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

元年度 2年度 元年度 2年度 3年度 4年度

94,302116,969162,131187,655


